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愛愛知知民民医医連連 第第４４６６回回定定期期総総会会をを開開催催
全議案を採択・新役員選出

代
議
員
出
席
１
０
０
％

（
委
任
状
含
む
）で
開
催

愛
知
民
医
連
の
第
４６
回
定
期

総
会
が
、
７
月
８
日
（
土
）
に

労
働
会
館
東
館
ホ
ー
ル
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
加
盟
事
業
所

よ
り
代
議
員
定
数
６５
名
に
対
し

て
、
６５
名
（
実
出
席
５４
名
、
委

任
状
１１
名
）
の
出
席
（
１
０
０

％
）
で
し
た
。

各
事
業
所
の
新
型
コ
ロ

ナ
へ
の
奮
闘
が
地
域
医

療
を
支
え
た

―
―
堀
井
会
長
が

あ
い
さ
つ

は
じ
め
に
、
亀
川
副
会
長
が

開
会
あ
い
さ
つ
し
、
総
会
議
長

に
長
尾
久
志
さ
ん
（
南
医
療
生

協
）
・
荒
木
勇
二
さ
ん
（
尾
張

健
友
会
）
の
両
代
議
員
を
選
出

し
て
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

堀
井
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
６

点
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
各
事
業
所
で
の
奮
闘
が
地

域
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
。
看

護
部
で
は
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
の
取
り
組
み
が
好
評
で
し

た
。
②
医
学
部
入
試
宣
伝
が
取

り
組
ま
れ
、
今
年
の
新
歓
期
に

医
学
生
奨
学
生
が
３
名
誕
生
し

ま
し
た
。
各
事
業
所
で
の
後
継

者
受
け
入
れ
の
実
習
を
積
極
的

に
お
願
い
し
た
い
。
③
人
権
・

憲
法
を
学
ぶ
取
り
組
み
を
重
視

し
て
き
た
。
名
古
屋
刑
務
所
で

の
職
員
に
よ
る
暴
行
事
件
、
岡

崎
拘
置
所
で
の
長
時
間
拘
束
に

よ
る
死
亡
事
件
な
ど
、
人
権
侵

害
が
起
き
て
い
る
。
④
豊
山
町

の
住
民
か
ら
民
医
連
へ
有
機
フ

ッ
素
化
合
物
の
血
液
検
査
の
要

望
が
さ
れ
た
。
こ
れ
は
多
く
の

方
が
か
か
わ
る
公
害
問
題
で
す
。

米
国
で
は
２０
年
前
に
７
万
人
の

健
康
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

愛
知
民
医
連
は
大
気
汚
染
問
題

で
国
や
企
業
の
原
因
を
明
ら
か

に
し
、
住
民
運
動
で
公
害
問
題

を
動
か
し
た
歴
史
が
あ
る
。
住

民
に
寄
り
添
い
科
学
者
と
連
携

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
⑤
フ
ァ
ル
マ
ネ
ッ

ト
み
な
み
の
経
営
問
題
を
県
連

・
地
協
で
進
め
て
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
補
助
金
も
打
ち
切
ら
れ
多

く
の
法
人
が
大
変
な
状
況
に
な

る
。
民
医
連
ら
し
く
職
員
に
経

営
状
況
を
公
開
し
、
職
員
と
と

も
に
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

⑥
南
医
療
生
協
か
ら
内
科
医
師

支
援
が
出
さ
れ
医
師
委
員
会
を

中
心
に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
協
・
全
日
本
に
も
相
談
し
な

が
ら
対
応
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
全
日
本
民
医

連
は
じ
め
各
県
民
医
連
よ
り
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
総
会
議
案
の
提

案
に
入
り
、
第
１
号
議
案
�
２

０
２
２
年
度
の
ま
と
め
と
２
０

２
３
年
度
の
運
動
方
針
（
案
）

を
武
田
事
務
局
長
か
ら
提
案
。

第
２
号
議
案
�
２
０
２
２
年
度

県
連
会
計
決
算
を
西
崎
事
務
局

次
長
が
提
案
し
ま
し
た
。
第
３

号
議
案
�
２
０
２
２
年
度
県
連

会
計
監
査
を
長
屋
会
計
監
査
が

報
告
。
つ
づ
い
て
、
第
４
号
議

案
�
２
０
２
３
年
度
県
連
会
計

予
算
（
案
）
を
西
崎
事
務
局
次

長
が
提
案
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み
の

成
果
な
ど
を
討
論

休
憩
の
の
ち
討
論
に
入
り
、

６
人
か
ら
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

充
分
に
討
論
時
間
が
と
れ
ず
残

念
で
し
た
が
、
発
言
は
２
０
２

２
年
度
方
針
に
基
い
て
各
法
人

の
特
長
が
発
揮
さ
れ
た
取
り
組

み
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
発
言

者
と
発
言
テ
ー
マ
は
以
下
の
通

り
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
職
員
支
援

柴
田
愛
代
議
員

（
み
な
と
医
療
生
協
）

無
料
低
額
診
療
・
外
国
人
の
医

療
状
況
に
つ
い
て

外
山
早
紀
代
議
員（
名
南
会
）

地
域
連
携
の
取
り
組
み

小
島
秀
泰
代
議
員

（
尾
張
健
友
会
）

新
歓
期
の
医
学
対
報
告
と
課
題

に
つ
い
て

長
谷
川
綾
平
代
議
員

（
み
な
と
医
療
生
協
）

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）

に
よ
る
水
質
汚
染
に
つ
い
て

西
崎
剛（
県
連
事
務
局
次
長
）

県
連
会
費
に
つ
い
て
、
個
室
料

に
つ
い
て

福
澤
弘
康
代
議
員

（
南
医
療
生
協
）

以
上
の
各
氏
の
発
言
を
受
け
、

武
田
事
務
局
長
よ
り
、
福
澤
代

議
員
の
質
問
に
も
答
え
な
が
ら
、

討
論
の
ま
と
め
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

す
べ
て
の
議
案
を
採
択
、

新
役
員
を
選
出

議
事
は
議
案
採
択
に
移
り
、

第
１
号
・
第
２
号
は
賛
成
多
数
、

第
３
号
は
満
場
一
致
、
第
４
号

議
案
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、

第
５
号
議
案
は
役
員
改
選
の
投

票
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

学
び
な
が
ら
県
連
結
集

を
す
す
め
盛
り
上
げ
て

い
こ
う

―
―
小
南
副
会
長
が

閉
会
あ
い
さ
つ

最
後
に
小
南
副
会
長
か
ら
閉

会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

南
医
療
生
協
の
医
師
支
援
は
県

連
内
、
地
協
・
全
日
本
と
も
に

協
力
し
て
対
応
を
し
て
い
き
た

い
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ャ

リ
テ
ィ
の
多
様
性
に
つ
い
て
の

学
習
会
を
ぜ
ひ
県
連
と
し
て
企

画
し
た
い
。
全
日
本
民
医
連
の

病
院
長
会
議
は
５
回
ほ
ど
開
催

さ
れ
た
が
、
本
当
に
勉
強
に
な

る
。
全
日
本
民
医
連
の
結
集
は

少
し
弱
い
県
連
だ
が
、
い
ろ
ん

な
会
議
に
参
加
し
て
、
交
流
と

学
び
を
し
て
ほ
し
い
。
来
年
４

月
に
診
療
報
酬
改
定
も
あ
る
が

財
政
的
に
厳
し
い
法
人
も
あ
る

と
思
う
。
学
び
な
が
ら
県
連
結

集
を
し
、
愛
知
民
医
連
全
体
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
、
と
結
ば
れ
、
総
会
の
全

日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

無
差
別
平
等
の
医
療
・
介
護
福
祉
実
現
め
ざ
し
、

現
場
か
ら
社
会
保
障
拡
充
要
求
の
発
信
を

強
化
し
て
い
こ
う

みみ
なな
とと

☆
今
夏
も
夏
休
み
期
間
に
合
わ

せ
て
協
立
総
合
病
院
で
『
ワ
ン

デ
ー
ナ
ー
ス
』
を
企
画
。
た
く

さ
ん
の
高
校
生
が
看
護
師
体
験

を
し
て
、
医
療
の
道
へ
の
興
味

を
深
め
ま
し
た
。

☆
７
月
１５
日
、
協
立
総
合
病
院

大
掃
除
を
行
い
、
職
員
・
組
合

員
他
総
勢
１
０
０
人
以
上
が
参

加
し
、
待
合
室
の
椅
子
な
ど
の

汚
れ
を
落
と
し
ま
し
た
。

南南

☆
第
６１
回
通
常
総
代
会
を
６
月

２５
日
に
開
催
。
第
１１
次
長
期
計

画
指
針
「
夢
実
現
プ
ラ
ン
」
が

承
認
さ
れ
、
要
求
実
現
型
の
運

動
を
進
め
つ
つ
社
会
福
祉
法
人

立
ち
上
げ
を
目
指
し
ま
す
。

☆
ま
た
、
今
回
の
総
代
会
を
以

て
成
瀬
幸
雄
専
務
、
水
野
裕
元

院
長
が
退
任
し
、
室
生
厚
専
務
、

長
田
芳
幸
院
長
が
就
任
。
新
体

制
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

北北

☆
７
月
か
ら
８
月
は
夏
休
み
子

ど
も
企
画
を
各
地
域
で
開
催
。

わ
か
ば
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
水
鉄
砲

作
り
、
西
区
は
フ
ェ
ス
タ
で
遊

び
と
宿
題
支
援
、
あ
じ
ま
で
は

栄
養
士
さ
ん
の
話
と
宿
題
応
援

な
ど
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

名名

南南

☆
全
日
本
民
医
連
の
提
起
を
受

け
、「
に
じ
の
か
け
は
し
〜
誰
も

が
安
心
で
き
る
医
療
・
福
祉
」

の
学
習
と
討
議
を
７
〜
８
月
の

月
間
で
パ
ン
フ
学
習
や
動
画
視

聴
を
中
心
に
進
め
て
い
ま
す
。

☆
原
水
禁
世
界
大
会
長
崎
に
職

員
代
表
を
２
名
派
遣
し
ま
す
。

☆
コ
ロ
ナ
禍
で
４
年
間
中
止
と

な
っ
て
い
た
「
第
４３
回
道
徳
平

和
盆
踊
り
大
会
」
は
、
好
天
に

恵
ま
れ
大
盛
況
で
二
日
間
と
も

開
催
で
き
ま
し
た
。

尾尾

張張

☆
７
月
１０
日
に
千
秋
病
院
玄
関

前
に
て
、
６
・
９
行
動
と
合
わ

せ
て
、
健
康
保
険
証
廃
止
に
反

対
す
る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ

ー
ル
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
職

員
、
友
の
会
員
１２
名
が
プ
ラ
ス

タ
ー
を
手
に
、
署
名
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

☆
８
月
２
日
に
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
の
壮
行
会
を
行
い
４０
名

が
参
加
。
４
名
の
代
表
者
に
折

鶴
５
千
羽
を
託
し
ま
し
た
。

フフ
ァァ
ルル
ママ
ネネ
ッッ
トト

☆
処
方
せ
ん
受
付
拡
大
の
た
め

三
つ
の
つ
な
が
り
を
広
げ
よ
う

と
努
力
し
て
い
ま
す
。
夏
は
各

地
で
開
催
さ
れ
る
夏
ま
つ
り

（
盆
踊
り
大
会
）
に
、
職
員
総

出
で
模
擬
店
の
出
店
を
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
く
す
り
屋
さ
ん

の
相
談
サ
ロ
ン
で
は
熱
中
症
予

防
で
経
口
補
水
液
づ
く
り
な
ど

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
猛

暑
日
の
午
後
開
催
と
い
う
の
も

ど
う
か
？
と
反
省
中
で
す
。

はは
みみ
んん
ぐぐ

☆
い
つ
も
３
〜
４
人
の
集
ま
り

の
「
は
み
ん
ぐ
・
お
し
ゃ
べ
り

カ
フ
ェ
班
」
。
名
南
会
健
康
友

の
会
の
班
に
な
り
、
参
加
を
呼

び
か
け
よ
う
と
話
し
合
い
、
名

南
会
で
チ
ラ
シ
を
作
成
し
新
聞

に
折
り
込
ん
だ
結
果
、
７
月
の

お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
に
は
職
員

も
合
わ
せ
て
１１
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。
栄
養
士
さ
ん
に
よ

る
学
習
「
免
疫
力
を
高
め
る
食

事
」
は
大
変
好
評
で
し
た
。

第４７０号

福澤代議員

武田事務局長

挨拶する堀井会長
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発
が
ん
性
や
免
疫
抑
制
な
ど

健
康
へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
）
に
よ
る
環
境
汚
染
問

題
が
、
東
京
多
摩
地
域
や
沖
縄

県
な
ど
、
日
本
各
地
で
発
覚
し

て
い
ま
す
。

愛
知
で
も
名
古
屋
市
北
部
に

隣
接
す
る
豊
山
町
で
水
道
水
か

ら
高
濃
度
の
有
機
フ
ッ
素
化
合

物
が
検
出
さ
れ
る
な
ど
、
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
山
町
で
は
配
水
場
か
ら
の

配
水
を
中
止
し
、
県
営
水
道
の

水
に
切
り
替
え
ま
し
た
。
こ
の

事
態
に
住
民
有
志
が
「
豊
山
町

民
の
生
活
と
健
康
を
守
る
会
」

（
以
下
「
会
」
）
を
立
ち
上
げ
、

水
道
水
を
供
給
す
る
北
名
古
屋

水
道
企
業
団
や
町
長
に
対
し
、

全
住
民
へ
の
周
知
や
原
因
究
明

を
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。

会
は
さ
ら
に
、
愛
知
民
医
連

に
住
民
の
希
望
者
を
対
象
と
し

た
血
液
濃
度
検
査
へ
の
協
力
を

要
請
し
ま
し
た
。

県
連
理
事
会
で
「
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
健
康
影
響
」
を

学
習

―
―
京
都
大
学
・
小
泉

名
誉
教
授
の
講
演

会
を
開
催

血
液
検
査
へ
の
協
力
要
請
を

受
け
、
愛
知
民
医
連
は
５
月
３０

日
に
理
事
会
で
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

健
康
影
響
」
（
講
師
は
京
都
大

学
・
小
泉
昭
夫
名
誉
教
授
）
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
も
併
用
し
、
複
数
の

法
人
が
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
視

聴
、
合
計
３０
名
以
上
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

小
泉
先
生
は
、
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
の
化
学
構
造
に
つ
い
て

の
説
明
、
ま

た
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
が

今
後
引
き
起

こ
す
で
あ
ろ

う
症
状
を
踏

ま
え
た
予
防

診
察
の
方
法

な
ど
に
つ
い

て
も
お
話
し

い
た
だ
き
ま

し
た
。
質
疑

応
答
で
は
、

米
国
で
は
１０

兆
円
の
予
算

が
組
ま
れ
て

国
を
挙
げ
て

対
応
し
て
い

る
の
に
、
日

本
で
は
今
回

の
問
題
が
大

き
く
報
じ
ら

れ
て
い
な
い

こ
と
が
質
問

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
小

泉
先
生
は
汚
染
源
が
、
化
学
系

の
企
業
や
米
軍
基
地
で
あ
る
可

能
性
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
自

治
体
と
企
業
と
の
癒
着
や
日
米

地
位
協
定
に
よ
っ
て
米
軍
基
地

の
調
査
が
困
難
な
点
な
ど
様
々

な
問
題
が
浮
上
す
る
か
も
し
れ

な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
を

北
病
院
で
実
施

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
血
液
検
査
は
、
愛

知
民
医
連
の
支
援
・
協
力
の
も

と
、
６
月
１７
日
に
北
病
院
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
検
査
に
向
け
て
県
連
で

は
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
究
明
血
液

検
査
実
施
委
員
会
・
採
血
医
療

チ
ー
ム
」
を
組
織
し
、
名
南
病

院
の
野
田
医
師
を
は
じ
め
、
北

病
院
事
務
長
、
採
血
担
当
の
看

護
師
な
ど
の
み
な
さ
ん
に
チ
ー

ム
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。当

日
は
会
場
に
来
ら
れ
た
住

民
全
員
５４
名
の
採
血
を
行
い
ま

し
た
。

東
京
国
分
寺
市
、
立
川

市
に
次
ぐ
血
中
濃
度

７
月
２０
日
、
血
液
検
査
結
果

に
関
す
る
記
者
発
表
が
県
庁
記

者
ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
、
京
都
大

学
・
原
田
准
教
授
、
同
大
学
・

小
泉
名
誉
教
授
が
結
果
を
報
告

し
ま
し
た
。
愛
知
民
医
連
か
ら

は
堀
井
会
長
、
武
田
事
務
局
長

が
参
加
し
ま
し
た
。

検
査
の
結
果
、
５４
人
の
血
漿

中
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
は
、
東
京

多
摩
地
域
の
国
分
寺
市
、
立
川

市
に
次
い
で
高
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
局

・
新
聞
社
各
社
が
取
材
・
報
道

し
ま
し
た
。

８
月
５
日
に
検
査
結
果
報
告

会
と
個
別
相
談
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
愛
知
民
医
連
は
引
き
続

き
、
住
民
の
健
康
不
安
に
寄
り

添
い
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
は
―
―

炭
素
に
フ
ッ
素
が
結
び
付
い
た
脂
肪
酸
に
似
た
化
合
物
を
有

機
フ
ッ
素
化
合
物(

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ)

と
呼
び
ま
す
。
自
然
界
に
は
存

在
せ
ず
５
千
種
類
ほ
ど
が
知
ら
れ
て
お
リ
、
１
９
７
０
年
頃
か

ら
日
本
国
内
で
の
使
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

特
に
広
く
利
用
さ
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
Ｐ
Ｆ
Ｈ
ｘ

Ｓ
は
、
国
際
的
に
有
害
化
学
物
質
を
規
制
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
条
約
の
登
録
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
登
録
を
受
け
わ
が

国
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
使
用
、
製
造
、
販
売
、
移
動

が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
環
境
中
や
体
内
で
分
解
さ
れ
ず
「
永
遠
の
化

学
物
質
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

【
名
南
病
院
】

医
師
に
な
り
た
い
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し
た

７
月
３１
日
と
８
月
４
日
に
、

４
年
ぶ
り
に
高
校
生
一
日
医
師

体
験
を
実
施
し
、
１６
名
の
受
験

生
、
高
校
生
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
第
９
波
中
で
し
た
が
、

制
限
せ
ず
で
き
る
限
り
様
々
な

体
験
を
し
て
も
ら
お
う
と
工
夫

し
、
医
師
面
談
、
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
・
診
察
同
行
、
手
術
室
体

験
、
検
査
、
放
射
線
、
リ
ハ
ビ

リ
、
薬
局
の
各
部
署
体
験

も
実
施
し
ま
し
た
。
昼
食

は
実
際
に
医
師
が
検
食
す

る
も
の
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー

を
栄
養
課
か
ら
提
供
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
名
南

病
院
の
よ
う
に
幅
広
く
患

者
全
体
を
診
る
こ
と
の
重

要
性
を
感
じ
ま
し
た
」
、

「
内
科
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
一
人
の
患
者
を
複

数
の
医
師
が
ど
う
ア
プ
ロ

ー
チ
し
て
い
く
か
話
し
合

っ
て
い
て
、
凄
く
格
好
良

か
っ
た
で
す
」
、
「
患
者

さ
ん
と
直
接
話
せ
て
、
医

師
に
な
り
た
い
気
持
ち
が

高
ま
り
ま
し
た
」
と
の
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

対
応
し
た
職
員
か
ら
は
、

高
校
生
の
純
粋
な
想
い
に

ふ
れ
る
こ
と
で
、
「
自
分

が
医
療
を
志
し
た
原
点
に

立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
、

元
気
を
も
ら
え
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

忙
し
い
現
場
で
大
変
な
中
、

医
師
体
験
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
先
生
、
職
員
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。
９
月
に
高
校

生
対
象
企
画
を
行
う
予
定
で
す
。

参
加
者
か
ら
医
学
部
合
格
者
、

奨
学
生
が
誕
生
す
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
ま
す
。

名
南
病
院
事
務
長吉

岡

奨

【
北
病
院
】

将
来
自
分
も
同
じ
現
場
で
働
け
た
ら
と
思
い
ま
し
た

夏
と
い
え
ば
「
一
日
医
師
体

験
」
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
に
よ

っ
て
３
年
半
に
も
わ
た
っ
て
院

内
で
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
久
々
に
再
開
で
す
。
こ
の

夏
の
前
半
は
７
月
２６
日
と
８
月

２
日
の
２
回
実
施
し
ま
し
た
。

放
射
線
科
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、

「
時
間
帯
を
○
○
時
に
し
て
も

ら
え
た
ら
、
○
○
検
査
が
見
て

も
ら
え
れ
る
よ
！
」
と
提
案
を

く
だ
さ
っ
た
り
、
検
査
ス

タ
ッ
フ
か
ら
も
見
学
の
な

か
で
「
検
査
科
と
し
て
、

先
生
に
な
っ
た
ら
こ
ん
な

こ
と
を
大
事
に
思
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
診
察
室
で
の

診
療
見
学
の
際
に
は
、
医

師
か
ら
も
患
者
さ
ん
の
こ

と
や
医
療
に
つ
い
て
語
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

廊
下
で
す
れ
違
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
は
「
楽
し

ん
で
い
っ
て
ね
！
」
、
看

護
師
長
か
ら
も
、
「
初
々

し
い
ね
！
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
、
学
生
さ
ん

も
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
し

た
。学

生
さ
ん
か
ら
は
、

「
医
師
を
目
指
す
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
し

た
。
医
師
の
仕
事
や
放
射

線
科
の
仕
事
も
珍
し
く
、

一
つ
一
つ
優
し
く
教
え
て

く
だ
さ
っ
て
、
将
来
自
分
も
同

じ
現
場
で
働
け
た
ら
と
お
も
い

ま
し
た
」
、
「
進
路
を
迷
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
日
こ
こ
に
き

て
医
師
を
目
指
す
気
持
ち
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
な

ど
、
う
れ
し
い
感
想
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。

北
病
院
事
務
次
長

佐
藤

詩
子

医
学
部
め
ざ
す
高
校
生
・
受
験
生
の
た
め
の

医
学
部
め
ざ
す
高
校
生
・
受
験
生
の
た
め
の

ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）環境汚染問題ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）環境汚染問題
愛知民医連として健康被害調査に支援・協力愛知民医連として健康被害調査に支援・協力

７月２０日、血液検査結果を公表（県庁記者クラブ）

「
一
日
医
師
体
験
」企
画
が
４
年
ぶ
り
再
開

「
一
日
医
師
体
験
」企
画
が
４
年
ぶ
り
再
開

「
医
師
を
め
ざ
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
し
た
」

「
医
師
を
め
ざ
す
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
が
り
ま
し
た
」

６月１７日、PFAS汚染究明血液検査の様子（北病院）

名南病院の高校生一日医師体験の様子

北病院の一日医師体験の様子
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１０月から始まります！
２０２３年度健康いきいきキャンペーン

全日本民医連厚生事業協同組合

愛知県支部・東海ブロック

★全日本民医連厚生事業協同組合の指定職員が参加対象です
★実施期間 ２０２３年１０月１日㈰～１１月３０日㈭
☆毎日の記録を「健康づくりDIARY」に記入して、きちんと提出しよう
終了後、２０２３年１２月９日(土)までに各法人本部へ提出してください。
ダイアリー提出者には、白紙などとりくみのほとんどをなされなかった
方を除き、提出者全員に東海ブロックより一人５００円の図書カードを贈
呈します。
☆目標達成者には、１,０００円の商品券贈呈
目標達成者には、１,０００円の商品券が愛知県
支部より贈呈されます。
（複数エントリーで達成されても、商品券贈
呈は１人分です）
☆エントリーは２０２３年９月９日㈯まで。登録書
を各法人本部へ提出してください。

第５３回学術運動交流集会のご案内
■２０２３年１１月２３日（祝・木）

９時３０分受付開始 午前１０時開会
■オンライン開催

（演題発表者・共同研究者は、原則労働会館に集合です）

（午前） 記念講演
「人類学者から医療介護関係者に

考えてほしいこと」
山極 壽一氏（総合地球環境学研究所

所長）
（午後） 分科会＆特別分科会

【分科会の演題募集要項】
●「医療・介護活動の２つの柱」に沿った豊かな学術・
運動の取組みが共有できる演題を募集します。
●分科会構成を検討するため、愛知民医連ホームページより
演題カテゴリを１つ選択して、申し込んでください。
申込期間：９月１日㈮～１０月４日㈬２４時まで（厳守）

●演題発表は、パワーポイント
のナレーション録画で提出い
ただきます。
作成方法は愛知民医連ホーム
ページをご参照ください。

私
の
お
気
に
入
り
は

愛
知

県
江
南
市
に
あ
る
和
菓
子
屋
さ

ん
大
口
屋
の
麩
饅
頭
「
餡
麩
三

喜
羅
」
で
す
。

子
ど
も
の
こ
ろ

実
家
の
お

手
土
産
の
定
番
で
お
使
い
用
と

は
別
に
家
用
に
も
買
っ
て
も
ら

い
家
族
で
よ
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。

ふ
わ
っ
も
ち
っ
と
し
た
生

麩
の
口
当
た
り
と
、
な
め
ら
か

で
上
品
な
甘
さ
の
こ
し
餡
の
相

性
が
絶
品
で
す
。
お
饅
頭
を
包

む
塩
漬
け
さ
れ
た
山
帰
来
（
サ

ン
キ
ラ
イ
）
の
葉
の
よ
い
香
り

も
楽
し
め
ま
す
。

今
回
紹
介
文
を
書
く
に
あ
た

り
久
し
ぶ
り
に
自
分
用
に
購
入

し
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
変
わ

ら
ぬ
美
味
し
さ
に
幸
せ
な
ひ
と

時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

尾
張
健
友
会

千
秋
病
院

な
か
む
ら

の
り
こ

放
射
線
科

中
村

典
児

わ
が
家
の
に
ゃ
ん
こ
は
ア

メ
リ
カ
ン
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
の

ち
ょ
っ
と
メ
タ
ボ
な
９
歳
の

男
の
子
で
す
。

名
前
は
レ
オ
と
い
い
ま
す
。

生
粋
の
箱
入
り
息
子
で
す
。

普
段
は
大
き
な
体
で
ゴ
ロ

ゴ
ロ
転
が
っ
て
い
ま
す
が
、

大
き
な
音
が
怖
く
、
雷
や
打

ち
上
げ
花
火
の
音
に
ビ
ク
ビ

ク
し
て
挙
動
不
審
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
知
ら
な
い
人
が
家

に
来
る
と
隠
れ
る
場
所
を
必

死
で
探
し
周
り
、
最
後
は
カ

ー
テ
ン
の
中
に
頭
だ
け
隠
す

姿
が
と
て
も
可
愛
い
で
す
。

レ
オ
と
子
ど
も
達
が
戯
れ

て
い
る
の
を
眺
め
る
の
が
、

私
に
と
っ
て
の
一
番
の
癒
し

時
間
で
す
。

名
南
病
院

・
シ
ス
テ
ム
課(

事
務)

い
ま
い
し
ゅ
り

今
井
朱
里尾張健友会の職員ご家族の方の漫画作品で

す。原案は、千秋病院・一色宏文さんの読者
のひろば投稿です。

レ
オ
は
大
き
な
体
で
も

・
・
・
可
愛
い
ん
で
す

菓子処 大口屋 江南市布袋町中６７
https：//www.ooguchiya.co.jp/

菓子処・大口屋さんの
あん ぷ さん き ら

「餡麩三喜羅」

記念講演 山極壽一氏

愛知民医連ホームページ
には、こちらのQRコー
ドから入れます。

⑮⑮まんがコーナーまんがコーナー
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●
名
南
会

お
中
元
解
体
セ
ー
ル
や

反
核
カ
レ
ー
で
財
政
活
動

名
南
会
で
は
職
員
に
原
水
禁

を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と

し
て
【
お
中
元
解
体
セ
ー
ル
】

や
【
反
核
カ
レ
ー
】
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今

年
は
名
南
会
か
ら
２
名
の
職
員

が
念
願
の
現
地
参
加
と
な
り
ま

す
。今

回
の
【
反
核
カ
レ
ー
】
は

名
南
会
だ
け
で
な
く
名
南
会
健

康
友
の
会
の
方
や
は
み
ん
ぐ
歯

科
か
ら
も
カ
ン
パ
協
力
が
あ
り

共
同
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
し

た
。

●
尾
張
健
友
会

職
員
向
け
ニ
ュ
ー
ス
で
平
和
行
進

・
原
水
禁
大
会
の
意
義
を
伝
え
て
、
壮
行
会
を
開
催

今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
は
尾
張
健
友
会
か
ら
４
名
の

代
表
を
派
遣
し
ま
す
。

職
員
向
け
ニ
ュ
ー
ス
に
平
和

行
進
や
世
界
大
会
の
意
義
、
被

爆
者
の
声
な
ど
を
紹
介
し
学
習

を
進
め
て
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
バ
ッ
ジ
な

ど
の
グ
ッ
ズ
購
入
を
呼
び
か
け

カ
ン
パ
を
集
め
て
い
ま
す
。
８

月
２
日
に
千
秋
病
院
で
壮
行
会

を
開
催
し
、
代
表
者
に
５
千
羽

の
折
鶴
が
託
さ
れ
ま
し

た
。

被被
爆爆
者者
とと
とと
もも
にに
、、

核核
兵兵
器器
のの
なな
いい
平平
和和
でで
公公
正正
なな
世世
界界
をを

各各
法法
人人
のの
原原
水水
爆爆
禁禁
止止
２２
００
２２
３３
世世
界界
大大
会会
にに
向向
けけ
たた
とと
りり
くく
みみ

●
は
み
ん
ぐ

事
前
学
習
会
で
学
び
、

カ
レ
ー
・
炊
き
込
み
ご
飯
や
バ
ザ
ー
、

平
和
盆
踊
り
の
出
店
で
財
政
活
動

は
み
ん
ぐ
で
は
２０
代
職
員

（
歯
科
衛
生
士
）
を
２
名
派
遣

し
ま
し
た
。

参
加
に
あ
た
っ
て
、
愛
知
県

原
水
協
の
佐
竹
事
務
局
長
を
招

い
て
事
前
学
習
会
を
行
い
、
ビ

デ
オ
で
被
爆
書
の
体
験
、
戦
争

の
非
人
道
性
を
学
び
ま
し
た
。

カ
ン
パ
活
動
は
、
職
員
を
対

象
に
し
た
カ
レ
ー
や
炊
き
込
み

ご
飯
セ
ッ
ト
の
販
売
、
患
者
さ

ん
に
協
力
を
訴
え
待
合
室
に
バ

ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し

た
。
多
く
の
方
か
ら

未
使
用
の
日
用
品
な

ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
お
茶

５０
本
の
差
入
れ
も
あ

り
ま
し
た
。

７
月
３１
日
、
８
月

１
日
に
行
わ
れ
た

「
平
和
盆
踊
り
」
に

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
を
出

店
、
の
べ
２
４
０
人
の
親
子
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
盆
踊
り

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

虹
の
郷

看
護
師

森

史
香

ら
ら
ぽ
ー
と
で
３
年
ぶ
り
の

盆
踊
り
開
催
。
学
童
（
主
催
）

側
で
、
ひ
た
す
ら
「
た
ま
せ

ん
」
焼
い
て
ま
し
た
が
、
と
に

か
く
、
楽
し
か
っ
た
ー
！

夏
を
満
喫
し
ま
す

老
健
あ
ん
き

看
護
師

小
川

美
由
紀

暑
す
ぎ
て
溶
け
そ
う
で
す
が
、

今
年
は
３
つ
花
火
大
会
に
行
く

予
定
を
立
て
た
の
で
夏
を
満
喫

し
よ
う
と
思
い
ま
す
！

我
が
家
の
無
水
チ
キ
ン
カ
レ
ー

み
な
と
医
療
生
協

臨
床
工
学
技
士
竹
内
知
義

実
家
で
収
穫
さ
れ
た
大
量
の

ト
マ
ト
を
も
ら
い
ま
す
。
我
が

家
で
は
ト
マ
ト
を
た
く
さ
ん
使

っ
た
無
水
チ
キ
ン
カ
レ
ー
が
夏

の
定
番
で
す

フ
ォ
ロ
ー
お
願
い
し
ま
す

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

事
務

中
井

宏
美

４
月
か
ら
ふ
れ
あ
い
病
院
に

異
動
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
発
信

す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
！
ぜ
ひ
フ
ォ
ロ
ー
、
い
い
ね

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

毎
朝
、
日
の
出
前
３０
分
の
散
歩

千
秋
病
院
デ
イ
ケ
ア

介
護
福
祉
士

明
石

雅
之

雨
の
日
以
外
は
、
日
の
出
前

に
約
３０
分
の
散
歩
を
行
っ
て
い

ま
す
。
東
の
空
を
見
る
と
毎
日

雲
の
形
が
違
い
写
真
に
収
め
て

い
ま
す
。
な
ん
で
も
な
い
散
歩

で
す
が
、
歩
け
る
こ
と
や
季
節

の
移
ろ
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

夏
の
遊
び
楽
し
ん
で
い
ま
す

名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

事
務

西

志
野

夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
、
子

ど
も
会
の
ラ
ジ
オ
体
操
に
参
加

し
た
り
、
浴
衣
を
着
て
夏
祭
り

に
出
か
け
た
り
、
流
し
そ
う
め

ん
や
ス
イ
カ
割
り
を
し
た
り
、

プ
ー
ル
に
行
っ
た
り
…
夏
ら
し

い
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

【
た
て
の
カ
ギ
】

１

○
○
○
○
や
兵
ど
も
が
夢

の
跡

２

兄
弟
で
す
が
、
母
が
違
い

ま
す

３

目
標
達
成
の
た
め
色
々
苦

労
す
る
こ
と

４

書
体
デ
ー
タ

５

長
崎
と
い
え
ば
、○
○
の
町

８

枕
草
子
、方
丈
記
、徒
然
草

９

日
本
発
祥
の
武
道
の
一
つ

１１

現
在
は
災
害
時
の
水
源
と

し
て
注
目

１３

牡
蠣
、
真
珠
、
松
阪
牛

１５

○
○
○
不
明
の
重
体

１６

つ
い
た
り
、
潰
し
た
り
、

挽
い
た
り
す
る
道
具

１７

○
○
紙
、
○
○
鶴
、
つ
づ

ら
○
○

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

１

日
本
の
首
相
は
○
○
○
○

総
理
大
臣

４

メ
ロ
ン
は
玉
、
葡
萄
は
？

６

東
洋
医
学
の
「
気
」
の
出

入
り
口

７

お
茶
、
み
か
ん
、
富
士
山

９

も
の
を
引
っ
張
る
こ
と

１０

「
印
」
で
は
な
く
自
筆
の

コ
レ
で

１２

黒
目
の
部
分

１４

名
古
屋
節
の
合
い
の
手
が

語
源
？

１６

海
の
ナ
メ
ク
ジ
？
と
て
も

カ
ラ
フ
ル
で
す

１７

風
呂
か
ら
寿
司
ま
で
い
ろ

い
ろ

１８

猫
の
首
に
付
け
る
モ
ノ
と

言
え
ば
？

１９

近
所

〈
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
〉

７
月
号
、
正
解
は
「
す
い
か

わ
り
」
。
応
募
総
数
３１
通
で
全

員
正
解
で
し
た
。
次
の
方
々
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

・
吉
田

幸
希
子
さ
ん

（
北
医
療
生
協
指
定
介
護
支
援

事
業
所
）

・
原

洋
子
さ
ん

（
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院
）

・
大
石

桜
さ
ん

（
協
立
総
合
病
院
）

〈
応
募
要
項
〉

あ
て
先
は
、
〒
４
５
６
�
０

０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢

下
町
９
�
３

愛
知
民
医
連
宛
。

①
こ
た
え
、
②
事
業
所
名
、
③

職
種
、
④
氏
名
、
⑤
近
況
や
紙

面
の
感
想
、
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
可
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
事
業

所
名
・
職
種
不
記
載
は
抽
選
の

対
象
外
で
す
。
パ
ー
ト
・
臨
時

職
員
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

近
況
や
感
想
が
「
読
者
の
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
さ
れ
た
方
も
当

選
者
の
半
額
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。
８
月
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
締
め

切
り
は
９
月
５
日
で
す
。

答え

（出題 北メンタルクリニック 事務 幅しのぶ）

☆
愛
知
民
医
連
第
４６
回
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
各

事
業
所
で
の
奮
闘
が
地
域
の
支

え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
人
権

・
憲
法
学
ぶ
取
り
組
み
を
重
視

し
て
き
た
こ
と
、
新
歓
期
で
の

医
科
奨
学
生
が
誕
生
し
た
こ
と
、

経
営
問
題
を
継
続
し
て
議
論
し

て
い
る
こ
と
、
医
師
支
援
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
の
実
践
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
軍
拡
を
阻
止
し
、
医

療
・
介
護
、
社
会
保
障
充
実
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

☆
７
月
２０
日
に
、
豊
山
町
・
北

名
古
屋
市
住
民
の
血
漿
中
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
濃
度
検
査
の
結
果
報
告
の

記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。
健

康
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
さ
れ
る

濃
度
を
超
え
る
参
加
者
が
み
ら

れ
、
地
域
に
お
い
て
同
等
の
割

合
で
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま

す
。
汚
染
源
調
査
と
継
続
的
な

健
康
調
査
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
日
は
１０
社
以
上
の
マ
ス
コ
ミ

が
参
加
し
、
テ
レ
ビ
報
道
や
新

聞
報
道
が
さ
れ
ま
し
た
。

☆
原
水
爆
禁
止
２
０
２
３
年
世

界
大
会
が
長
崎
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
被
爆
者
の
声
、
核
兵
器
廃

絶
め
ざ
す
市
民
の
声
を
世
界
に

発
信
し
、
核
保
有
国
に
核
廃
絶

の
実
行
を
迫
り
ま
し
ょ
う
。

☆
９
月
に
、
「
医
療
者
と
し
て

性
の
多
様
性
に
ど
う
む
き
あ
っ

て
い
く
か
」
を
考
え
る
理
事
会

学
習
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
で
き
ま
す
。

☆
全
日
本
民
医
連
第
４５
期
第
３

回
評
議
員
会
方
針
（
案
）
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
所
・
職

場
で
学
習
・
討
議
し
、
県
連
ま

で
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
７
月
２８
日

第
１
回
理
事
会

県
連
事
務
局
長

武
田
修
三
】

理理理理理理理理理理理理理理理理理理
事事事事事事事事事事事事事事事事事事
会会会会会会会会会会会会会会会会会会
報報報報報報報報報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告告告告告告告告告
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１３

４

Ｃ
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Ｅ

８

１２

３

７

Ｂ

１５

１９

９

Ｄ

２

Ａ

１１

１４

１

６

１０

１６

１８

ＥＤＣＢＡ

名南会は原水禁反核カレーで財政活動。
１７４食完売しました

クロスを解いてＡ～Ｅに入る文字を順に
ならべてできた言葉をこたえてね

はみんぐの平和盆踊りでの出店、原水禁大会の学習会

尾張健友会の原水禁大会壮行会

https ://goo.
gl/k5hZMy

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
む
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
。
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